
県政出張トーク実施結果報告書

部局課室名 県土整備部 道路管理課 テーマ 公共施設のユニバーサルデザインの推進
ー主に歩道のユニバーサルデザインの推進と協働の道づくりー

実施日時 平成２０年１１月１４日（金） 実施場所 笛吹市商工会 会議室
１９：３０～２１：００

県出席者 ・県土整備部長 参加者 ・市部まちづくり倶楽部 8名
・道路管理課長
・峡東建設事務所長 この倶楽部は、市部通りの商店街の有志の人が中心となり、結成され

た組織であり、この通りの拡幅計画の段階から行政と地域との調整役
を果たしてきた。また、完成後も土木環境ボランティアとしてこの通
りの美化や地域のまちづくり・商店の活性化に取り組んでいる。

主 な 発 言 内 容 県 回 答 対 応 方 針

《事業完成後の感想は 》、
・ 市部通りの拡幅計画は、30数年前に親の ・ 電線類の地中化も計画されていること
代からスタートした。計画から完成まで長 から順次対応していきたい。
時間かかったため、当初考えていたまちづ
くりの考え方が当てはまらなくなった。
現在では、商店が減少してしまった。今後
は、商売の通りとして客を呼べるようにな
ればと考えている。そのためには、駅舎も
含め、駅から市部通りまで安全に歩行でき
るハード面の整備と客を呼べるソフト面の
整備についても県・市の支援をお願いした
い。

・ 昔は、市部通りが石和のメイン通りであ
ったが、今は、駅から国道20号の通りがメ
インとなっている。店がなくなってしまっ
た。
今後は、市部通りにお年寄りや石和温泉に
来る観光客が呼べる様になればと感じてい
る。



主 な 発 言 内 容 県 回 答 対 応 方 針

・ 夜、通りが明るくなり、ウォーキングや ・ 今後も気がついた時、事務所に直接、
散歩をする人が増えた 供用から年数経ち 連絡していただきたい。予算の問題もあ。 、
歩道のインターロッキングにゆがみが生じ るが、早期に対応していきたい。
ている箇所があり、歩行者がつまずいたり
して危険な状況であったので手直しを要望
したが、直すまで時間がかかっている。早
期の対応をお願いしたい。

《土木環境ボランティアとして活動状況》
・ 倶楽部としてせっかくできた美しい通り
なので長く維持できるように楽しみながら
歩道や足湯の清掃活動を行っている。

・ このことについては、特に要望はない。

・ 計画段階からみんなで作ってきた通りな
ので住民は、愛着を感じ、清掃活動を行っ
ている。また、通りを大切にしたいという
意識も高い。

《通りでのイベントの開催状況》
・ 拡幅工事の最初に、歩道のインターロッ ・ 透水性の高いインターロッキングの汚 ・ サンドブラストにより汚れを落とすこ

、 、キングの色やアンケート調査を行い、決定 れを清掃する方法等は、メーカーに聞き とができるが 表面を削ることになるため
した経緯がある。しかし、長年経つと汚れ たい。 回数に制限があり、経費面でも高価な工法
てしまい、点字ブロックが弱視の人に見え である。また、点字ブロックだけを補修す
にくくなっている。きれいにする方法は、 る方法もあるので現地の状況をみて対応す
あるのか。 る。

・車の乗り入れ部において1枚でもゆがむと ・インターロッキングは、長年の間には、 ・ 車の出入りがある箇所については、路盤
他のブロックもガタつき歩きにくくなって 沈下したり、ブロックの上でハンドルを を砕石からコンクリートに変更するなどゆ
いる。これは、設計上の問題か施工上の問 切るとゆがみが生ずるが、それは、イン がみが少なくなるような工夫を行い今後、
題かわかりませんが、今後、何らかの対策 ターロッキングの特性でもある。ゆがみ 適切な維持管理を行う。
が必要では。 を直すのは、その都度直すか、ブロック

の下にコンクリートを施工する等の工夫
が必要。

《歩道にあるベンチの利用状況 》、
・ ベンチの利用頻度は高い。もう少し多く
ても良いと思う。



主 な 発 言 内 容 県 回 答 対 応 方 針

《歩道の街路樹について》
・ 街路樹の種類についても県と協議して決
めている。落葉については、店の前の人が
清掃している。

・ 石和駅前では、笛吹市の花であるバラが
百種類約400本植えられている。この花の
管理につては、自然発生的に地域の方がボ
ランティアで行ってる。また、このバラ花
を使ったポプリづくりが行われている。
・ 今後、街路樹につても高木と花を組み合 ・ 要望の内容にもよるが、何らかの協力
わせ、付加価値を付けた植樹ができればと をしていきたい。
考えている。その時は、行政側も支援して
ほしい。

・ 枯れた木の取替を要望したが対応が遅か ・ 高木については、県で植え替えること
った。 としている。今後は、連絡をいただいた

場合、早急に対応していきたい。
・ 高木の周りの芝もほとんど枯れている。 ・ 簡単な花などであれば皆さんで手を入
枯れた場合、自分たちで植え替えても良い れていただいてかまわない。
のか。

《工事中の状況は 》、
・ 工事中、同じ所を何回も掘ったり、埋め ・ 下水道、水道、電線管理者など施工主
戻したりしているが、回数を減らすことが 体の違いにより施工業者が異なってしま
できないのか。 います。今後は、何か工夫ができるよう

にしていきたい。

・ 工事説明会は、工事の元請業者が行い、 ・ 今後は、そういうことがないように施
店に迷惑がかからないように施工中は、鉄 工業者を指導していきたい。また、工事
板を使い入り口を確保すると言っていた 現場での要望や苦情については、直接、

。が、実際の施工では、入り口を鉄板で確保 建設事務所の工事監督に言って頂きたい
してくれるように工事現場の人に要望した
が、聞いてもらえなかった。工事中におけ
る現場作業員の監督を県としてもしっかり
指導してもらいたい。

《その他道路に関する要望》
・ 石和温泉駅のロータリーは、きれいにな ・ 現在、用地交渉中であり、用地交渉が ・ 平成21年度にＪＲ東日本と施工協議を行
ったが、通学路でもある松本踏切前後の改 まとまれば、一部工事に着手して行きた いたいと考えている。
良計画の見通しを教えて頂きたい。 い。ＪＲ部拡幅については、ＪＲと協議

を進めている。


